
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和五つ星学園幼稚園 
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みんな輝け！ しょうわっこ  
 

←人権教育研修会の
講師 浅間玲子先生の
著書。講演会でお話さ
れたことが、より詳しく
書かれています。 

 

13 日の参観日は暑い中、ご参加くださりありがとうございました。子どもたちが日頃楽しんでいる遊びを見ていただい

たり、一緒に楽しんでいただいたりできたのではないでしょうか。また、人権教育研修会では、講師の先生から心に響くお

話を伺うことができましたね。講師 浅間玲子先生が寄贈してくださった本は幼稚園にあります。保護者の方への貸し出し

をしています。気になる方は声を掛けてくださいね。  

 早いもので一学期が終わります。保護者の皆様には本園の教育へのご理解とご協力をいただき、ありがとうございまし

た。心より感謝申し上げます。元気に夏を乗り切り、９月１日に笑顔で会えることを職員一同、楽しみにしています。 

                      

絵本貸し出し・園開放をします！ 

★ 毎週水曜日 ９時３０分～１１時３０分 

★ 絵本の貸し出し １人 ５冊まで 

 （保護者の方も５冊まで借りることができます） 

  返却はできるだけ翌週 

★ 保育室は「ほし組」を開放します。ブロックやままごとをし

たり、絵本を見たりして、親子で遊びましょう。暑い夏、大

人も子どもも気分転換に遊びに来てくださいね！ 

 

家でもシャボン玉を作ってみませんか 

 幼稚園で子どもたちが夢中になって遊んでいたシャ

ボン玉。空き箱でも空き容器でもどんなものでもシャボ

ン玉を作る道具になることを発見した子どもたち。 

 夏休み、親子でシャボン玉遊びをしてみませんか。幼

稚園で使っていたシャボン液を紹介します。 

  ★材料★ 

  ・洗濯のり（液体のもの） 750ml 

  ・食器用洗剤（界面活性剤 23％）  600ml 

  ・水          1500ml 

 材料をきれいなバケツなど 

に入れ、泡立て器などでゆっ 

くり混ぜる。（泡立たないよう 

にしましょう） 

 割れにくいシャボン玉がで 

きますよ。 

 

人権教育研修会『忙しい人のキラキラ子育て』 

子育てで（生きていく上で）大切にするとよいことを教えてい

ただきました。「忙しい」「忙しい」と言うと子どもも「忙しい」と言

うようになる。忙しいとは「心」が「亡くなる（滅びる）」こと。大人

が何気なく発する言葉に気を付けましょう。 

「ハイ」と返事ができる子を育てましょう！そのためには・・・・保

護者が手本になることが大切。『子どもは親の言うことはなかな

かしないが、親のすることはする』まず、大人が「ハイ」とすぐに返

事をするようにすると、子どももよい返事をするようになる。 

 

幸せの引き寄せ方法 

１ 毎朝リセットをする。（心の中を空っぽに。命があることを喜

ぶ。生きていることは当たり前ではない） 

２ 笑う  

３ 無条件のスキ（～したらほめてあげる、ではなく、子どもの

話を５分聞く。『明日はいいことあるよ』） 

４ 輝く５分（親が自分のために５分使う） 

５ 地球は行動の星（運は動より生ず。動かなければ何も生じ

ない） 

 

欠席されていた方もおら
れるので、講演の内容を

お知らせします 

二学期、さくらキャンパスの子どもたちが笑顔
いっぱいで、「ハイ」と元気いっぱいの返事をす
るのを楽しみに待っています♡ 
 皆様のご家庭が、幸せをたくさん引き寄せら
れますように！ 


